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敷地内の地質・地質構造について
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1

第5回意見聴取会（地質・地質構造関係）のコメント及び対応

解釈のない反射記録も併せて示すと
ともに、ボーリング調査結果等に基
づいて解釈していることを説明する。

柏崎刈羽原子力発電所の敷地内及び
敷地近傍における安田層以上の地層
が褶曲構造を不整合に覆う状況を示
す反射法地震探査結果について、解
釈のない反射記録を提示すること。

2

運用補助共用施設基礎盤の掘削面で
確認されている富岡層の節理の状況
を説明する。

福島第一原子力発電所における富岡
層の節理の状況を説明すること。3

敷地内外においてボーリング調査を
実施するとともに、珪藻分析、花粉
分析等を実施し、安田層の層序につ
いて整理する。

その結果を踏まえた上で、α・β断
層について検討する。

柏崎刈羽原子力発電所のα・β断層
については、敷地内の安田層の層序
を明確にした上で慎重に検討する必
要がある。1

対 応コメントNo.
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敷地近傍と敷地内との層序の対比

敷地近傍 敷地内

中子軽石層
（MIS5eの離水面）

阿多鳥浜テフラ
（約24万年前）



5

安田層の層序に関する調査計画地点

岸ほか（1996）に加筆

②発電所北側

①発電所敷地内

 敷地内外においてボーリングを掘削するとと
もに、採取したコア及び既存コアを用いて、
珪藻分析、花粉分析等を実施し、安田層の層
序に関して検討する。

 調査地点としては、以下の3地点を予定して
いる。

① 発電所敷地内
（既往のボーリング
地点付近）

② 発電所北側
（既往のボーリング
地点付近）

③ 柏崎平野南部
（柏崎平野団体研究
グループ（1965）に
よる安田層の模式地
付近）

既往ボーリング地点

調査計画地点

③柏崎平野南部
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①発電所敷地内

：珪藻・花粉分析の予定層準

 既往ボーリングにより安田層及び
Ata-Thテフラが確認されている地点
付近において、追加ボーリングを掘
削する。

 また、追加ボーリングのコア及び既
存コアから試料を採取し、珪藻分析、
花粉分析等を実施する。

地質断面図

調査計画地点及び既往調査位置図

a

a’

追加ボーリング
計画地点

a’a



7

②発電所北側

 既往ボーリングに
より確認されてい
る安田層上面の谷
地形を埋めたもの
と推定される堆積
物の分布を明らか
にするために、追
加ボーリングを掘
削する。

 また、追加ボーリ
ングのコア及び既
存コアから試料を
採取し、珪藻分析、
花粉分析等を実施
する。

ガラス質テフラ

Ata-Thテフラ

：珪藻・花粉分析の予定層準

調査計画地点付近
及び既往調査位置図

谷埋堆積物

b
地質断面図

b’
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③柏崎平野南部

安田層の模式地

柏崎平野団体研究グループ（1965）

MⅠ

MⅠ

MⅠ

MⅠ

MⅡ

MⅠ

MⅠ

MⅠ

MⅡ

MⅠ

MⅠ

MⅠ

MⅠ

MⅠ

＊白ぬきは段丘面が宅地造成
により改変

調査計画地点付近の段丘面分布図

安田層の模式柱状図 柏崎平野部における安田層の構成層、層相等を明らかに
するために、ボーリングを掘削する。

 また、コアから採取した試料について珪藻分析、花粉分
析等を実施し、①発電所敷地内及び②発電所北側におけ
る安田層の層序と対比・検討する。
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工程表

解析・評価

試料採取、分析・測定

ボーリング調査

既存コアの試料採取

計画・準備

2月1月12月11月10月9月

平成25年平成24年
項目

 平成24年9月から調査及び分析・測定を開始し、平成25年2月に解析・評価を
終了させる予定であるが、ボーリング地点の選定、調査数量の見直し等により
変更する可能性がある。



10

1. 安田層の層序に関する地質調査計画

2. 敷地内及び敷地近傍の反射法地震探査記録

3. 福島第一原子力発電所における富岡層の節理の状況



11

敷地内及び敷地近傍の反射法地震探査

5km

真
殿
坂
向
斜

 敷地内及び敷地近傍の褶曲構造を安田
層以上の地層が不整合に覆う状況につ
いては、複数測線の反射法地震探査に
より確認している。

柏崎刈羽
原子力発電所

5km

北-2

KK-f

KK
-d

KK
-2

後
谷
背
斜
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 敷地内及び敷地近傍の褶曲構造と安田層以上の地層との関係を確認している
反射法地震探査の仕様は、以下のとおりである。

4m2m油圧インパクタ1台P波約2.7kmKK-f

4m2m油圧インパクタ1台P波約3.1kmKK-2

20m10mバイブレータ2台P波約3.4kmKK-d

4m2m油圧インパクタ1台P波約2.6km北-2

受振点間隔起震点間隔震 源波動種別測線長測線名

敷地内及び敷地近傍の反射法地震探査
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反射法地震探査結果（北－2測線）

 北-2測線において実施した反射法地震探査結果については、同測線沿いで実施
したボーリング調査結果も踏まえて解釈している。

ガラス質テフラ

Ata-Thテフラ

（註）テフラは敷地内調査結果、
岸ほか（1996）による

真殿坂向斜
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反射法地震探査結果（北－2測線）

 真殿坂向斜の位置にお
いては、西山層中に西
傾斜の逆断層あるいは
西側の翼が急傾斜を示
す非対称な構造が確認
され、安田層以上の地
層に不整合に覆われて
いる。

←W E→
真殿坂向斜

真殿坂向斜
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反射法地震探査結果（KK－d測線）

後
谷
背
斜

真殿坂向
斜

KK
－

d

N→←S

（縦：横＝ 1：1）

真殿坂向斜
 西山層以下の地層に認められる真殿坂向斜は、安田層以上の地層
に不整合に覆われている。
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反射法地震探査結果（KK－f測線）

後
谷
背
斜

真殿坂向
斜

KK－f

←W E→

 西山層以下の地層に認められる
褶曲構造は、安田層以上の地層
に不整合に覆われている。

真殿坂向斜後谷背斜 高町背斜

（縦：横＝ 1：1）
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反射法地震探査結果（KK－2測線）

 西山層以下の地層に認められ
る褶曲構造は、安田層以上の
地層に不整合に覆われている。

後谷背斜 後
谷
背
斜

真殿坂向
斜

KK
－

2

真殿坂向斜

←S N→

（縦：横＝ 1：1）
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敷地内の地質層序

 福島第一原子力発電所敷地内の地
質は、新第三系鮮新統の富岡層、
第四系更新統の段丘堆積物及び第
四系完新統の沖積層で構成されて
おり、富岡層の下位には古第三系
～新第三系中新統の堆積岩が分布
している。

 富岡層と下位の地層とは不整合関
係にある。

地震・津波（活断層）
5-12のp.5を再掲
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敷地近傍～敷地内の地質構造（反射法地震探査結果）

5km

FD-1孔（大深度ボーリング）
 発 震：大型バイブレータ2台
 発震点間隔：10ｍ
 受 振：地震計
 受振点間隔：20m
 測 線 長：11km

 発 震：［海域］エアガン
（水深8m以上：500in3、水深8m以下：40in3）

［陸域］インパクター
 発震点間隔：［海域］水深8m以上：20m、水深8m以下：10m

［陸域］20～10m
 受 振：［海域］ハイドロフォン（ベイケーブル）

［陸域］地震計
 受振点間隔：10m
 測 線 長：［海域］2.4km ［陸域］1.0km

地震・津波（活断層）
5-12のp.6を再掲
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敷地範囲
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双葉断層

敷地近傍～敷地内の地質構造（反射法地震探査結果）

基盤岩に変位を与える
正断層が確認される

鮮新統（富岡層）は双葉断層から
東側にほぼ水平に堆積している

鮮新統（富岡層）基底
付近に顕著な標高差は
認められない

地震・津波（活断層）
5-12のp.7を再掲
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敷地内の地質構造（ボーリング調査結果：Ⅰ－Ⅰ’断面）

調査位置図

地質断面図（Ⅰ－Ⅰ’断面）

Ⅰ
Ⅰ’#6 #5 #1 #2 #3 #4

富岡層T3部層

富岡層T2部層

富岡層T1部層

湯長谷層群

多賀層群下部
白水層群

※：鍵層名の括弧書きは久保ほか（1994）による

地震・津波（活断層）
5-12のp.8を再掲
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敷地内の地質構造（ボーリング調査結果：Ⅲ－Ⅲ’断面）

調査位置図

地質断面図（Ⅲ－Ⅲ’断面）

Ⅲ

Ⅲ’

#6 #5 #1 #2 #3 #4

富岡層T3部層

富岡層T2部層

富岡層T1部層

湯長谷層群

多賀層群下部

白水層群

※：鍵層名の括弧書きは
久保ほか（1994）による

地震・津波（活断層）
5-12のp.9を再掲
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富岡層の節理

 運用補助共用施設基礎盤の観察結果によると、
富岡層中に断層は認められない。

 基礎盤には節理が認められ、NW－SE方向が卓
越しており、多賀層群以下の地層に認められる
断層の走向とは異なる。

基礎盤のスケッチ

運用補助共用施設の位置図

運用補助共用施設
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富岡層の節理

 運用補助共用施設基礎盤の富岡層中の節理は、密着しており、破砕帯を伴うも
のではない。

運用補助共用施設基礎盤の全景写真
（西側から東方を望む）
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富岡層の節理

 富岡層中の節理は、引張性であり、基礎盤掘削直後に顕在化したものが多い。

 また、節理は灰白色～淡灰色の生痕を変位させておらず、ボーリング孔跡から
生じたものも認められた。



生痕を変位させていない節理

ボーリング孔跡から生じた節理
 これらの節理の成因としては、岩盤掘削の過
程において、応力が解放されることにより生
じたものと考えられる。

 なお、敷地内で実施したボーリング調査の結
果によると、富岡層のR.Q.D.は100%である。
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